
を
つ
く
る
べ
き
で
な
い
か
。

市
長

私
の
指
示
が
迅
速
に
伝

わ
り
、
同
じ
思
い
を
持
っ
て
施

策
を
実
行
す
る
組
織
、
機
構
の

構
築
を
平
成
二
十
一
年
度
に
向

け
て
進
め
て
い
く
。

－

議
会
修
正
が
行
わ
れ
た

集
合
工
場
建
設
事
業－

問

当
初
提
案
さ
れ
て
い
た
集

合
工
場
建
設
計
画
で
は
、
総
事

業
費
が
約
四
十
七
億
円
で
あ
る

が
、
既
に
板
橋
区
等
で
建
設
さ

れ
て
い
る
類
似
の
集
合
工
場
と

の
比
較
で
は
格
段
に
高
い
も
の

で
あ
る
。

基
本
的
に
は
建
設
費
を
賃
借

料
で
賄
え
る
計
画
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
高
井
田
周
辺
の
市

営
住
宅
の
建
替
え
に
よ
り
跡
地

利
用
で
き
る
土
地
が
で
き
集
合

工
場
転
用
の
可
能
性
も
検
討
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら

も
含
め
、
今
後
、
集
合
工
場
の

建
設
計
画
を
示
せ
。

経
済
部
長

総
事
業
費
の
見
積

も
り
が
精
査
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

今
後
、
仮
称
集
合
工
場
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
設
置
を
検
討

し
、
工
場
の
規
模
、
ま
た
議
員

指
摘
の
高
井
田
地
域
を
含
め
た

建
設
場
所
等
、
新
た
な
集
合
工

場
建
設
計
画
案
を
固
め
な
が
ら
、

調
査
委
託
料
を
執
行
し
て
い
く
。

－

リ
サ
イ
ク
ル
施
設－

問

公
共
下
水
道
の
整
備
が
ほ

ぼ
完
了
し
た
現
在
、
し
尿
処
理

施
設
で
あ
る
東
大
阪
市
・
大
東

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
規
模
が
縮

小
さ
れ
、
旧
施
設
跡
地
に
つ
い

て
は
具
体
的
な
跡
地
利
用
を
検

討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

今
後
、
寝
屋
川
市
に
あ
る
施

設
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
ご
み
等
の
中
間
処
理
施
設

や
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
と
し
て
跡

地
を
利
用
で
き
な
い
の
か
。

環
境
部
長

ご
み
減
量
計
画
の

推
進
に
は
議
員
指
摘
の
施
設
が

必
要
で
あ
り
、
跡
地
の
活
用
も

含
め
整
備
内
容
等
を
調
査
検
討

し
て
い
る
。

－

職
員
の
給
与
削
減－

問

大
阪
府
職
員
給
与
が
削
減

さ
れ
た
場
合
、
本
市
職
員
給
与

が
高
い
こ
と
は
、
理
由
を
問
わ

ず
、
市
民
感
情
と
し
て
許
さ
れ

な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
大
阪
府
議
会
で
は
議

員
報
酬
削
減
や
政
務
調
査
費
削

減
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本

市
議
会
も
市
税
収
入
が
落
ち
込

む
中
、
府
に
準
じ
た
削
減
案
の

議
論
を
し
、
議
会
改
革
を
行
う

こ
と
は
、
議
長
と
も
考
え
を
一

つ
に
し
て
お
り
、
時
代
の
流
れ

に
即
応
し
た
も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
府
と
の
関
係

も
考
慮
し
人
件
費
の
削
減
へ
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

理
事

今
後
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
府
下
各
市
の
状
況
を
参
考

に
し
て
見
極
め
て
い
き
た
い
。

－

学
校
教
育－

問

校
長
に
人
事
評
価
さ
せ
、

さ
ら
に
人
事
異
動
の
権
限
を
与

え
る
よ
う
大
阪
府
教
育
委
員
会

へ
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
各
学
校
の
小
規
模
な

修
繕
等
そ
の
使
途
が
自
由
に
使

え
る
よ
う
校
長
の
権
限
を
拡
大

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長

校
長
の
人
事
に
関

す
る
具
申
を
一
層
重
視
し
、
学

校
予
算
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

－

後
期
高
齢
者
医
療
制
度－

問

全
国
で
批
判
の
声
が
起
こ

り
、
六
百
を
超
え
る
自
治
体
か

ら
廃
止
、
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

廃
止
法
案
が
参
議
院
で
可
決

さ
れ
、
政
府
与
党
か
ら
も
見
直

し
の
声
が
出
る
ほ
ど
矛
盾
を
抱

え
た
制
度
で
あ
り
、
す
ぐ
に
で

も
廃
止
す
る
よ
う
市
と
し
て
も

国
に
申
し
入
れ
る
べ
き
だ
。

市
民
生
活
部
長

現
在
国
に
お

い
て
も
重
複
負
担
の
見
直
し
等

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
国
の
動

向
を
注
視
し
、
説
明
、
周
知
に

努
め
た
い
。

－

保
育
所
待
機
児
童
解
消－

問

市
は
今
年
度
の
待
機
児
童

を
百
五
十
六
名
と
発
表
し
て
い

る
が
、
入
所
を
希
望
し
な
が
ら

入
れ
な
か
っ
た
児
童
は
七
百
五

十
五
名
い
る
。
専
願
や
育
児
中

の
方
な
ど
も
含
め
、
七
百
五
十

五
名
の
待
機
児
童
の
解
消
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

福
祉
部
長

待
機
児
童
数
百
五

十
六
名
を
、
保
育
計
画
策
定
基

準
に
示
さ
れ
て
い
る
五
十
名
以

下
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
当
面

の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

－

物
価
高
騰
対
策－

問

原
油
価
格
高
騰
を
背
景
に

し
た
物
価
高
に
対
し
て
、
市
長

は
対
策
を
示
し
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
灯
油

購
入
助
成
、
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
代

支
援
、
学
校
給
食
保
護
者
負
担

軽
減
、
福
祉
施
設
・
公
衆
浴
場

へ
の
助
成
を
具
体
化
し
、
中
小

零
細
企
業
に
融
資
等
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

経
済
部
長

部
が
実
施
し
た
調

査
で
も
深
刻
な
状
況
が
明
ら
か

で
、
国
に
対
し
原
油
高
騰
対
策

の
実
施
を
強
く
要
望
し
た
い
。

福
祉
部
長

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
支

援
・
福
祉
施
設
へ
の
助
成
は
、

関
係
省
庁
か
ら
の
通
知
を
受
け

て
検
討
し
て
い
く
。

学
校
管
理
部
長

給
食
費
補
助

は
、
今
後
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

－

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
対
策－

問

労
働
者
派
遣
法
改
悪
に
よ

り
急
増
し
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
や
雇
用
問
題
の
改
善
に
向

け
、
働
く
若
者
に
権
利
ル
ー
ル

の
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
よ
う
提
案
す
る
。

経
済
部
長

情
報
誌
や
市
政
だ

よ
り
を
通
じ
て
、
働
く
権
利
ル

ー
ル
の
周
知
に
努
め
る
。

－

地
球
温
暖
化
抑
止－

問

温
暖
化
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
八
割
が
産
業
界
か
ら
の
も
の

で
あ
り
、
政
府
と
産
業
界
と
の

削
減
協
定
締
結
を
国
に
申
し
入

循環型社会を目指し寝屋川市では広域

リサイクル施設が稼働しています。

（北河内４市リサイクルプラザかざぐ

るま）

原油高騰による物価高に対し、市民へ

の早急な対策が求められています。

（市内スーパー）

真

正

議

員

団

日
本
共
産
党

個
人
質
問

個
人
質
問

長
岡

嘉
一

三
輪

秀
一

個
人
質
問

上
原

賢
作

原
油
高
騰
、物
価
高
か
ら
暮
ら
し
・
福
祉
・
営
業
守
る
対
策
を

地
球
温
暖
化
抑
止
の
地
域
推
進
計
画
に
数
値
目
標
を
設
定
せ
よ

（４）第１５５号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２０年９月１日


